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田
村
剛

¨
「中
越
延
豊
君
の
追
憶
」
、

國
立
公
園
三
（
一
〇
）
か
ら

中
越
延
豊
は
候
補
地
調
査
終
了
後
、

内
務
省
衛
生
局
内
に
置
か
れ
て
い
る
、

国
立
公
園
協
会

の
機
関
誌

「
國
立
公

園
」
に
、
「
國
立
公
園
候
補
地
概
親
」

の
表
題
で
、
表
１
に
示
し
た
候
補
地
紹

介
を
連
載
し
た
。
各
候
補
地
の
記
事
は

二
～
五
頁
で
、
内
容
は
写
真
、
地
形
、

風
景
の
雄
大
性
、
森
林
の
状
況
、
高
山

植
物
、
気
象
の
特
徴
、
土
地
所
有
、
温

泉
、
施
設
、
利
用
状
況
、
到
達
性
、
整

備
の
方
向
性
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。
こ

の
他
に
国
立
公
園
と
し
て
の
素
質
の
評

価
や
、
候
補
地
間
の
比
較
も
記
述
し
て

い
る
。

内
務
省
衛
生
局
は
、　
一
六
候
補
地
の

調
査
が
終
了
し
た
の
で
、
調
査
結
果
を

ま
と
め
た

「國
立
公
園
候
補
地
調
査
概

要
」
を
昭
和
五
年
三
月
に
公
表
し
た
が
、

内
容
は
中
越
の

「國
立
公
園
候
補
地
概

親
」
を
基
に
し
て
お
り
、
記
載
に
類
似

の
文
章
が
多
く
み
ら
れ
る
。
昭
和
六
年

国
立
公
園
法
が
制
定
さ
れ
、
「
國
立
公

園
候
補
地
調
査
概
要
」
は
国
立
公
園
委

員
会
が
指
定
候
補
地
を
選
定
す
る
基
と

な
り
、
中
越
の

「國
立
公
園
候
補
地
概

親
」
は
、
国
立
公
園
創
設
へ
向
け
て
貴

重
な
基
礎
資
料
に
な

っ
て
い
る
。

候
補
地
選
定
の
業
務
に
当
た

っ
た
。

中
越
延
豊
は
、
金
沢
の
出
身
で
、
第

四
高
等
学
校
か
ら
東
京
帝
国
大
学
農
科

大
学
林
学
科

へ
進
学
し
、
大
正
六
年
に

中
越
延
豊
は
、
長
年
腹
膜
炎
に
苦
し

ん
で
い
た
よ
う
で
、
昭
和
六
年
九
月
に

若
く
し
て
急
逝
さ
れ
、
国
立
公
園
の
業

務
に
携
わ

っ
た
の
は

一
〇
年
余
り
で
短

か

っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
中
越
が
国
立

公
園
創
設
に
活
躍
し
た
状
況
が
、
良
く

知
ら
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思

う
。中

越
が
逝
去
し
た
と
き
、
日
村
剛
は

「
囲
立
公
園
」
誌

へ

「
中
越
延
豊
君
の

追
憶
」
を
載
せ
、
そ
の
中
で
、
中
越
の

昭
和
九
年

一
二
月
四
Ｈ
に

「
中
部
山
岳

国
立
公
園
」
で
指
定
さ
れ
た
ｃ

候
補
地
調
査
は
、
大
正

一
〇

・
一
一

年
度
の

一年
で

一
六
候
補
地
の
う
ち
八

功
績
の

一
つ
と
し
て
目
立
公

園

候

補

地

調

査

に

ふ
れ
、

『君
ほ
ど
國
立
公
園
候
補
地

に
親
し
み
、
且

つ
そ
の
地
方

に
知
人
を
有
す
る
者
は
な
い

で
あ
ろ
う
』
と
述
べ
、
中
越

の

『生
前
の
犠
牲
的
な
活
動

に
よ
り
今
日
の
国
立
公
園
制

度
の
基
礎
も
築
か
れ
た
の
で

あ
る
ｃ
日
本
の
国
立
公
園
が

…
そ
の
盛
観
を
世
界
に
誇
る

時
代
が
出
現
す
る
な
ら
ば
、

そ
の
最
も
割
の
悪

い
、　
一
向

に
引
立
た
ぬ
下
積
仕
事
を
中

越
君
が
引
受
け
て
ゐ
て
呉
れ

た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ

と
思
ふ
』
と
評
価
し
て
い
る
。

中
越
は
国
立
公
園
協
会
の
運
営
に
も

活
躍
し
、
「
日
立
公
園
」
誌

の
編
集
兼

発
行
人
を
務
め
て
い
る
Э

後
年
に
な
る
が
、
昭
和
二
六
年

（
一

九
五

一
年
）
に
国
立
公
園
法
制
定
二
〇

年
を
記
念
し
、
国
立
公
園
協
会
が
国
立

公
園
功
労
者
表
彰
を
行

っ
た
と
き
、
中

越
は
故
人
だ
が
国
立
公
園
協
会
長
感
謝

状
を
贈
呈
さ
れ
て
い
る
Ｄ
昭
和
三
六
年

一
〇
月

一
日

（
二
〇
年
前
の
昭
和
六
年

一
〇
月

一
日
は
、
国
立
公
園
法
施
行

日
）
に
、
新
宿
御
苑
で
日
立
公
園
法
制

定
二
〇
周
年
記
念
式
典
が
挙
行
さ
れ
、

沼
」
の
二
候
補
地
は
、
昭
和
三
年
度
に

中
越
が

一
人
で
行
ら
た
。
し
た
が

つ
て
、

内
務
省
で

一
六
候
補
地
す
べ
て
を
調
査

し
た
の
は
中
越

一
人
だ
け
で
あ
る
「

橋
本
龍
伍
厚
生
大
臣
、
林
譲
治
衆
議
院

議
長
ら
の
出
席
の
下
、
吉
田
茂
総
理
大

臣
の
祝
辞
が
あ
り
、
式
典
の
中
で
感
謝

状
贈
呈
式
が
行
わ
れ
た
´

中
越
の
八
年
に
わ
た

っ
た
す
べ
て
の

国
立
公
園
候
補
地
調
査
、
一
国
立
公
園

候
補
地
調
査
概
要
」

の
基
に
な

っ
た

「
國
立
公
園
候
補
地
慨
観
」
に
よ
る
全

候
補
地

の
紹
介
と
国
立
公
園
の
啓
発
、

国
立
公
園
法
策
定

へ
の
関
わ
り
な
ど
、

日
立
公
園
創
設
に
多
く
の
活
躍
が
認
め

ら
れ
た
感
謝
状
で
あ

っ
た
。

現
在
、
国
立
公
園
は
三
四
カ
所
、
国

土
の
自
然
環
境
保
全
、
国
民
の
保
健

・

体
養

・
教
化
、
生
物
多
様
性
の
確
保
に

寄
与
し
、
さ
ら
に
国
際
観
光

へ
の
貢
献

も
大
き

い
。
こ
う
し
た
今
日
の
国
立
公

園
の
盛
観
を
思
う
と
き
、
日
立
公
園
創

設

へ
の
中
越
延
豊
の
活
躍
と
功
績
を
評

価
し
た
い
。
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前
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国
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会
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事
長
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表1 中越延豊の「國立公園候補地概観」

掲載年 掲載順 候補地名 掲載誌 巻・号・頁 頁数

日召禾日4年

1回 温 泉 岳 國立公園 1(3)、 14-17

2回 阿 寒 湖 1(4)、 11-13

3回 日  光 1(5)、  14‐ 17

4回 小豆島及屋島 ク  1(7)、 12-14

5回 登別温泉 1(8)、  13-15

6回 大   沼 ″  1(9)、  14‐ 15

7回 伯者大山 ク  1(10)、  16-18

日召禾日5年

8回 立  山 2(1)、 7-11

9回 霧 島 山 2(2)、  15-16

10回 大蔓ヶ原山 ク  2(3)、  14‐ 16

11回 白 馬 山 2(4)、  17-19

12回 磐 梯 山  ́ 2(5)、  10-13

13回 十和田湖 ク  2(6)、 9-12

14回 上 高 地 2(8)、 8-10

15回 富 士 山 2(10)、 6-10

16回 阿 蘇 山
´́  2(11)、 5-8
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